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１． はじめに 

中国出願代理事務所については、その誕生から民営移管までの状況を「中国代理人事務

所を評価する」として 2012 年に紹介し、その後 2011 年以降に急増した新興事務所につい

ての状況を 2016 年に、そして、最新動向として 2021 年に紹介したのが前報です 1)。 

 

今回は、前回触れることのできなかったその他の代理事務所の情報について断片的です

が紹介したいと思います。ここでも前回同様、代理事務所の「专利代理有限公司」などの

法人格を省いて紹介しています。また、出願人国籍コードの欠落（筆頭出願人にしか付与

されていない）の問題を除き、データ収集には支障のない台湾特許庁の GPSS(Global 
Patent Search System)を使用して解析しています 2)。尚、ここで紹介する検証データは、

2024 年 1月 10 日現在のものです。 

 

２．代理事務所名の変更 

 専利代理事務所名が変更になっているところがいくつかあります。現在確認できている

以下の 4 社の出願推移（出願年基準）を示して確認してみました。表の上段が旧社名、下

段が新社名です。社名だけで抽出すると欠落しますので代理事務所コードを使えば問題あ

りません。 

 いずれも 2010 年～2015 年出願分から新社名に変更になっているようです。中国国际贸易

促进委员会などは 2020 年公開分（2019 年出願）まで旧社名で取り扱っているようです。 

 

表１．代理事務所名の変更 

 

 

  



３．新興専利事務所の取扱数が大きく減少 

2011 年以降、その取扱数を大きく伸ばしてきた新興代理事務所の取扱数がこのところ大

きく変化しています。いずれもその取扱数の９５％以上は内国出願であり、外国出願人の

取扱いはほとんどありません。 

 

新興代理事務所のすべてがその出願事務数を落としている訳でもありませんが、インタ

ーネット出願により取扱数を驚異的に伸ばしてきたとされる北京科亿や安徽合肥华信など

はかつて年間 10,000 件を超えていましたが、最近では 1,000 件にも満たない取扱い数とな

っています(表 2)。 

 その理由は不明ですが、2019 年の非正常出願取締りの影響でしょうか 3)。 

 

表２．新興代理事務所の取扱い推移（公開特許） 

 

 

 逆に、新興代理事務所の内、以下の３社は特許取扱数を急激に伸ばし、上位常連事務所

に食い込んでいます。また、新興代理事務所は多くの実案案件も取扱い、特許より実案や

意匠案件の取扱数が多いところもあります。 

 

表３．特許取扱数を伸ばしている新興代理事務所 

 



 

 他方、従来からの取扱数上位代理事務所についてはさほど大きな変化はありません。北

京康信が健闘し、中科专利が徐々に取扱数を落としているという状況です。ここでもグラ

フにするとその差は埋没してしまいますので 2016 年以降の取扱い公開特許数を示しました。 

  

 上位代理事務所の多くは外国からの出願を取扱い、実案の取扱いは少ないようです。内

国の取扱事務では取扱い費用も安く、翻訳料も入らない実案などより外国出願人（クライ

アント）からの仕事を選んだ方が歩合がいいせいでしょうか。 

 

表４．上位代理事務所の取扱い推移（公開特許） 

 

 

参考までに北京品源を含む特許取扱数10社について、2023年の実案取扱い数を示します。

北京集佳では特許、実案併せて 33,000 件を超える案件を処理していることになります。す

ごい取扱い量です。 

 

表５．2023 年実案取扱い数 

 

  

 さらに、2010 年、2016 年、2022 年公開特許数に対する日本のクライアント取扱い数の比

率推移を大雑把に表６に示しました。 

 中科专利、北京三友、中国贸促会が日本のクライアントに力を入れていることが窺えま

す。 

 

  



表６．日本のクライアント取扱い推移 

 

 

４．代理事務所選択の参考情報 

 知了网(http://www.izhiliao.com.cn/) 4) には、種々の観点から代理事務所を分析した

情報が紹介されています。 

・专利总量（特許・実案・意匠）の取扱数ランキング 

  http://www.izhiliao.com.cn/agency/agencybyranks.aspx?t=0 

・人均代理量（代理人の数） 

  http://www.izhiliao.com.cn/agency/agencybyranks.aspx?t=17 

 

 

図１．知了网 

 

  



５．代理事務所の選択とコンフリクト確認 

 中国に出願するにあたり、代理事務所をどこにするかも重要な知財戦略の１つです。既

に出願している自社の代理事務所を洗い直すことや新規出願に当たっては競合他社が同じ

代理事務所を利用していないかどうか、競合他社と同じ事務所にするにしても事業分野で

のコンフリクトはないか、当該事業の出願に長けているか、日本語（または英語）出願の

中国語への翻訳は問題ないか、代理事務所の登録率や拒絶率はどうかなどを確認し、それ

らを把握した上で決めることも重要です。 

 

 2000 年代半ばには翻訳された中国語が権利行使できないものであったりして、日本語（ま

たは英語）への逆翻訳での確認、ということが話題になりました。さすがにその問題は各

社ともクリアできているものと思います。 

 

 ここでは１例を挙げて特定事業の代理事務所のコンフリクトを確認してみたいと思いま

す。最近話題のレジスト分野における住友化学と富士フイルムについて見てみましょう。

両社ともレジスト材料の出願を行なっています。 

 

 まずは、2022 年に公開となった両社の出願と利用代理事務所について調べたのが表７で

す。 

 

表７．住友化学と富士フイルムの 2022 年公開特許分析 

 

 

 2022 年公開特許では住友化学 356 件、富士フイルム 1247 件あり、それぞれ同じ色でマ

ークした事務所がコンフリクトしています。 

 



 特定の事業分野ではどうでしょうか。レジストのフォトリソ(G03F)で検証したのが表

８です。幸い、G03F 分野でのコンフリクトはないようです。 

 

表８．フォトリソ分野におけるコンフリクト 

 

   

 出願案件が登録あるいは拒絶になったかどうか、ＯＡとのやり取りが多くなった原因な

ど、出願担当者は関心あるでしょう。ここでの議論から外れますが、このような検証もし

ておくべきことと思います。 
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